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※申込み方法など詳細は市ホームページで公開しています。必ずご確認ください。

アアユユのの塩塩焼焼ききのの配配布布やや、、ピピスストトンン釣釣りり、、魚魚ののつつかかみみ捕捕りり体体験験、、魚魚捕捕りり体体験験ななどど、、

定定番番人人気気ののココーーナナーーののほほかか、、今今年年はは、、地地域域にに伝伝わわるる伝伝統統漁漁法法のの体体験験ももででききまますす。。

皆皆様様おお誘誘いいああわわせせのの上上、、是是非非会会場場ににおお越越ししくくだだささいい。。

浅川アユまつりを

今年も開催します！

夏休みの１日、

身近な浅川の自然に

触れてみませんか？

第第４４回回

浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅川川川川川川川川川川川川アアアアアアアアアアアアユユユユユユユユユユユユままままままままままままつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりり

開開催催決決定定！！

概 要

開 催 日

開催場所 浅川ふれあい橋周辺

※入場無料

※雨天・増水時は浅川スポーツ公園

開催内容 ピストン釣り・魚のつかみ捕り（要事前申込）、

伝統漁法の披露・体験（要事前申込）、アユ

の塩焼き試食、わくわくフィッシング、ガサ

ガサ教室などなど。飲食店の出店もあります。

日野市は、北に多摩川、中央に浅川が流れる「水」に恵まれた地域です。多摩川のアユは、「江戸前アユ」と

呼ばれ、質が良く、江戸時代には将軍に献上されていた歴史があります。現在、河川環境の改善と共にアユの遡

上数が再び増加しており、漁業や観光等の資源として再注目されています。

本イベントは、こうした「豊かな自然・水環境」という、日野市の魅力を発信するため、市と日頃多摩川で漁

業活動・保全活動を行う多摩川漁業協同組合が連携して開催するもので、イベントを通してより多くの人が多摩

川流域の魅力に気づき、そして川に繰り出すことで、環境保全の推進と漁業振興を図るものとなっています。

開開催催のの目目的的

令和元年8月11日（日）9:30～14:00
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平
成

31年
３
月
末
に
向
島
用
水
親
水
路
の

水
車
小
屋
の
水
輪
と
軸
を
交
換
し
、
新
た
に

復
活
し
ま
し
た
。

向
島
用
水
親
水
路
水
車
は
平
成
７
年
に
完

成
し
ま
し
た
が
、
こ
の
水
車
は
こ
こ
数
年
で

著
し
い
破
損
や
劣
化
が
目
立
ち
、
稼
働
が
難

し
い
状
態
で
し
た
。
水
車
の
水
輪
の
寿
命
は

概
ね

10年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
向
島
水

車
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
し
ば
ら

く
の
間
停
止
し
て
い
ま
し
た
。

向
島
親
水
路
水
車
は
、
長
年
地
域
の
方
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、
市
民
の

方
の
都
市
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
減

少
し
つ
つ
あ
る
農
業
用
水
路
や
農
地
の
保
全

に
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

向向島島用用水水 水水車車リリニニュューーアアルル
令
和
元
年
６
月
８
日
（
土
）
に
向
島
用
水
親
水
路
水
車
小
屋
に
て
、

第
１
回
の
水
車
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
日
野
市
の
水
車
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
各
自
治
会
を
中
心

に
、
パ
ネ
ル
展
示
、
石
臼
体
験
、
地
場
産
野
菜
の
販
売
な
ど
、
多
数

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
来
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
本
水
車
ま
つ
り
の
実
行
委
員
長

や
、
日
野
市
役
所
環
境
共
生
部
長
か
ら
水
車
小
屋
の
設
置
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
至
る
ま
で
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
野
市
内
に
は
、
多
摩
川
や
浅
川
か
ら
水
を
引
い
て
多
く
の
水
路

が
通
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
水
車
は
、
水
車
掘
公
園
に
あ
る
水
車
を

含
め
、
２
基
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
経
年
劣
化
や
心
無
い
い
た
ず

ら
に
よ
り
停
止
し
て
い
た
た
め
、
３
月
に
向
島
水
車
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
ま
で
、
稼
働
し
て
い
る
水
車
は
市
内
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
水
車
ま
つ
り
の
盛
況
を
見
る
に
、
水
車
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

水
車
ま
つ
り



令
和
元
年
５
月

18日
（
土
）
、

ふ
れ
あ
い
橋
下
の
広
場
で
浅
川
潤

徳
水
辺
の
楽
校
に
よ
る
「
浅
川
で

遊
ぼ
う
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
り
、
石
絵
や
竹
馬
、
タ
ー
ザ
ン

ロ
ー
プ
等
、
自
然
を
感
じ
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
お
昼
に
は
水
辺
の
楽

校
ス
タ
ッ
フ
が
用
意
し
た
豚
汁
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も

や
そ
の
保
護
者
の
方
々
等
、
皆
さ

ん
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
の
方
に
と
っ
て
も
良
い
思

い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校
推
進
協

議
会
は
、
浅
川
や
向
島
用
水
を
中

心
に
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
水
辺
で
遊
ぶ
楽
し
さ

や
大
切
さ
等
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
ま
す
。

６
月
２
日
に
は

「
浅
川
で
遊
ぼ
う
２
」

と
し
て
、
全
国
一
斉

水
質
調
査
を
行
い
、

浅
川
等
の
水
質
を
子

ど
も
た
ち
と
調
査
し

ま
し
た
。
ま
た
、
年

間
を
通
じ
て
潤
徳
小

学
校
５
年
生
の
田
植

え
の
授
業
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
尚
、
次

回
は
７
月

20日
に

「
浅
川
で
遊
ぼ
う
３
」

の
浅
川
の
源
流
探
検

を
行
う
予
定
で
す
。

清流ｎｅｗｓ ２０１９年７月１日（3）

用水守を募集しています用水守を募集しています用水守を募集しています

用
水
守
制
度
は
、
市
内
の

用
水
路
・
河
川
・
湧
水
地
を

公
民
協
働
に
よ
り
維
持
管
理

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。
市
内
の
用
水
路
、
河

川
、
湧
水
地
の
清
掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て
行
っ
て

く
だ
さ
る
方
を
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
一
回
用
水
守
懇
談
会
を
実
施
し
て
お

り
、
用
水
守
の
み
な
さ
ん
、
各
用
水
組
合
長
、
市
長

と
一
緒
に
活
動
報
告
や
、
用
水
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆
活
動
内
容

あ
ら
か
じ
め
活
動
範
囲
を
決
め
て
も
ら
い
、
清

掃
・
保
全
・
緑
化
等
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
登
録
資
格

個
人
・
企
業
・
自
治
会
・
市
民
団
体
等

◆
市
の
対
応

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布

・
登
録
証
・
腕
章
の
交
付

詳
細
は
緑
と
清
流
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅 浅浅
川川川川川川川川川川 川川
潤潤潤潤潤潤潤潤潤潤 潤潤
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳 徳徳
水水水水水水水水水水 水水
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺 辺辺
のののののののののの のの
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 楽楽
校校校校校校校校校校 校校

「
浅
川
で
遊
ぼ
う
１
」
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�こ
だ
わ
り
の
橋
の
架
か
る
水
路

（
東
豊
田
１

34他
）

豊
な
田
と
書
く
豊
田
も
、
江
戸
中
期
の

石
高
は
、

141・
５
石
と
米
ど
こ
ろ
と
言
わ

れ
た
日
野
本
郷
の
２
、２
２
５
・
３
石
の
６
・

４
％
弱
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
明
治
初
年

（
１
８
６
８
）
に
は
、

385・
２
石
に
２
・
７

倍
に
増
産
さ
れ
、
更
に
明
治
末
か
ら
大
正

初
め
の
３
年
間
で
行
っ
た
「
耕
地
整
理
事

業
」
に
よ
り
、
６
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増

田
と
増
収
の
成
果
を
挙
げ
た
。

段
丘
ハ
ケ
か
ら
の
多
く
の
湧
水
路
が
、

東
豊
田
公
園
傍
で
豊
田
用
水
に
合
流
し
て

水
量
は
確
保
し
て
い
る
が
、
現
況
で
は
脱

農
家
が
進
み
水
田
の
減
少
が
著
し
い
。

用
水
に
面
す
る
家
の
橋
は
、
原
則
自
己

負
担
で
有
り
、
そ
れ
だ
け
に
個
性
的
な
橋

が
架
か
る
。
煉
瓦
造
り
の
太
鼓
橋
や
石

橋
、
昔
は
必

ず
あ
っ
た
洗

い
場
を
残
す

家
も
あ
る
。

生
垣
の
花
を

眺
め
つ
ゝ
ゆ

っ
た
り
と
し

た
気
分
の
散

策
が
出
来
る

場
所
に
な
っ

て
い
る
。

�東
豊
田
の
田
ん
ぼ
と
水
路
の
あ
る
風
景

（
東
豊
田
１

41他
）

東
豊
田
の
東
端
地
区
で
川
辺
堀
ノ
内
と

の
境
を
な
す
「
堀
之
内
緑
道
」
に
沿
っ
て

豊
田
地
区
唯
一
田
圃
が
残
っ
て
い
る
場
所

で
す
。
し
か
し
、
川
辺
堀
之
内
か
ら
進
ん

で
く
る
「
国
道
予
定
地
」
に
一

部
の
土
地
が
懸
っ
て
お
り
そ
の

工
事
開
始
を
待
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
明
治
末
の
「
耕
地
整

理
事
業
」
で
増
田
と
な
っ
た
場

所
で
も
あ
り
、
多
く
の
お
米
を

作
っ
て
き
た
が
、
こ
の
地
区
に

限
ら
ず
日
野
市
全
体
と
し
て
も
、

都
市
農
家
個
人
と
し
て
農
業
経

営
を
続
け
る
こ
と
へ
の
課
題
は
数
多
く
あ

り
、
行
政
・
支
援
者
と
一
体
と
な
っ
た
対

策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
文
＆
写
真
・

み
ず
と
く
ら
す

ひ
の

加
地

勝
）

豊田用水と水田地

正面堀之内緑道、宅横の細い
水路が田圃への流路

水水
辺辺

のの
ああ
るる

風風
景景

日日
野野

5500選選
選選
ばば
れれ
たた
水水
辺辺
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす

「国道予定地」になり工事を待つ場所
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●
大
名
渕 ぶ
ち公

園
（
街
区
公
園

76）

所
在
地

：

東
平
山
１
１

17／
面
積

：

252

㎡
／
開
園
日

：

昭
和

56年
４
月
１
日

浅
川
の
流
れ
は
古
く
か
ら
こ
の
台
地
の
南

方
崖
下

が
け
し
た

に
突
き
当
っ
て
大
き
な
渕
を
形
づ
く

り
、
人
々
は
そ
こ
を
大
名
渕
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

な
ぜ
大
名
渕 ふ
ち

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
か
そ

の
由
来
は
不
明
で
す
。
一
説
に
は
、
そ
の
崖

上
の
台
地
（
こ
の
公
園
の
地
を
ふ
く
む
）
に

昔
土
豪
の
居
館
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
伝
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
別
に
確
認
が
あ
っ
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

唯
こ
こ
が
元
柴
山
だ
っ
た
頃
、
狐
の
す
み

か
が
あ
っ
た
り
、
古
い
円
鏡
を
二
つ
掘
り
出

し
た
と
い
う
話
は
本
当
で
す
。

●
矢 や

崎 ざ
き公

園
（
街
区
公
園

73）

所
在
地

：

豊
田
２
２
０
２
３
１
／
面
積

：

251㎡
／

開
園
日

：

昭
和

55年
７
月
１
日

こ
の
公
園
は
、
豊
田
の
う
ち
の
矢
崎
と
呼
ぶ
土
地

に
あ
る
。
も
と
浅
川
南
、
平
山
の
矢
崎
と
隣
り
合
わ

せ
て
い
た
。

全
国
に
は
、
矢
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
名
（
矢
立
、

初
矢
、
矢
コ
ト
な
ど
）
は
少
な
く
な
い
。
柳
田
国
男

は
こ
の
よ
う
な
矢
に
縁
の
あ
る
名
を
持
つ
も
の
は
、

境
の
標
示
で
あ
ろ
う
と
見
て
い
た
。

こ
の
矢
崎
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

平
山
に
は
昔
武
者
が
遠
矢
を
射
か
け
て
、
そ
の
矢

の
届
い
た
地
で
あ
る
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

公
園
名

の由由由
来来来

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用することを固く禁じます。

北北北北北北北北北北川川川川川川川川川川原原原原原原原原原原公公公公公公公公公公園園園園園園園園園園のののののののののの一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部リリリリリリリリリリニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルををををををををををししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！
平成30年９月１日に開園した北川原公園ですが、開園後に頂いたご意見やご要望をもとに一部

リニューアルを行いました。

遊具広場の再整備を行いました。おかげさまでたくさんの方にご利用していただいたこともあり、

芝生がうまく育たないという状況があったため、健康遊具広場と同じダスト舗装に変更しました。

そのほか、消防団の練習にも使用できるような散水栓の設置も行いました。より利用しやすくなっ

た北川原公園をぜひご利用ください。

所 在 地 日野市万願寺23503外

駐車場有

第一駐車場 20台

第二駐車場 25台（うち１台は障害者用駐車場）

料 金 入庫～15分 無料

15分～60分 100円

以降１時間ごと 100円

（最大料金なし）

水
辺

の
あ
る

風
景

日
野

50選
選
ば
れ
た
水
辺
を
紹
介
し

ま
す



「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

事
業
で
は
、
地
域
の
中
で
自
然
と

歩
き
た
く
な
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
回
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
の
は
、

浅
川
・
多
摩
川
の
合
流
点
の
遊
歩

道
沿
い
で
す
。
お
ち
か
わ
地
区
広

場
の
す
ぐ
近
く
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。浅
川
沿
い
へ
の
ト
イ
レ
の
設
置

は
平
山
橋
の
下
流
側
に
一
ヶ
所
、

ふ
れ
あ
い
橋
の
上
流
側
へ
一
ヶ
所
、

今
回
の
合
流
点
に
一
ヶ
所
で
、
合

計
三
か
所
へ
の
設
置
が
完
了
し
ま

し
た
。

無
理
な
く
安
心
し
て
運
動
や
散

策
を
す
る
に
は
、
ベ
ン
チ
や
ト
イ

レ
が
あ
る
と
良
い
と
い
う
ご
意
見

が
市
民
の
皆
様
か
ら
共
通
し
て
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い

る
浅
川
の
遊
歩
道
沿
い
を
皮
切
り

に
、
安
心
し
て
歩
い
て
い
た
だ
け

る
よ
う
ト
イ
レ
や
ベ
ン
チ
を
設
置

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
多
摩
川
沿
い
に

も
ト
イ
レ
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

遊
歩
道
の
散
策
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
釣
り
な
ど
で
、
近
く
を
通
っ

た
際
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

清流ｎｅｗｓ ２０１９年７月１日 （6）

「「
歩歩
きき
たた
くく
なな
るる
まま
ちち
づづ
くく

りり
」」
をを

進進
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

～
浅
川
・
多
摩
川
の
合
流
点
に

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
～

市
で
は
、
「
日
野
市
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
（
春
）
と

11月

（
秋
）
の
最
終
日
曜
日
を
「
市
民
み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
回
数
を
重
ね

て
い
く
ご
と
に
、
参
加
す
る
方
が
増
え
「
わ
が
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
」
意
識
が
、
と
て
も
高
ま
っ
て
い

る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
内
一
斉
清
掃
は
自
治
会
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
、
様
々
な
団
体
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
の
活
動
を
今
後
の
地
域
の
美
化
活
動
を
進
め
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
地
域

の
つ
な
が
り
を
強
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

今
年
度
の
春
の
一
斉
清
掃
に
も

明
星
大
学
、
実
践
女
子
大
学
の
総

勢

110名
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
自
治

会
の
方
々
と
駅
前
や
通
学
地
等
の

清
掃
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
令
和
元
年

11月

24日

に
秋
の
一
斉
清
掃
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
環
境
保
全
課
】

明星大学ボランティア
の皆さんだよ！

令和元年度 春の一斉清掃

参加団体（組） 282 収集量
（㎏）

可燃 31,180

参加人数（人） 16,600 不燃 900

実践女子大学ボランティア
の皆さんだよ！

春春春春
のののの
市市市市

内内内内
一一一一

斉斉斉斉
清清清清

掃掃掃掃



清流ｎｅｗｓ ２０１９年７月１日（7）

募募集集期期間間：令和元年５月７日～令和元年９月２日（必着）

撮撮影影範範囲囲：浅川（北浅川）、南浅川 ※支流は除きます。

応応募募条条件件：・プリントした写真で応募の場合は、縁無しＡ４サ

イズ（210×297㎜）であること。

・電子データで応募の場合はJPEG形式であること。

組写真は対象外とします。

・未発表及び他に応募していない、自分で撮影した

作品であること。

極端な補正、合成等の加工を行った作品でないこと。

・撮影のため環境に人為的な加工をするなど、生き

ものや環境にダメージを与えずに撮った写真であ

ること。

・縦、横、カラー、モノクロの区分はありません。

部部 門門：中学生以下の部、一般の部（高校生以上）

応応募募点点数数：ひとり５点まで

応応募募方方法法：郵送・電子メールいずれの場合にも、必要事項を明記した所定の応募用紙を同封・

添付して、ご応募ください。電子メールでの応募の場合は、１通につき作品データ

１点の添付としてください。（メール容量が５ＭＢまで）

応応 募募 先先：〒191-8686日野市神明一丁目12番地の１

日野市緑と清流課 あさかわ写真コンクール担当 宛

メールアドレス seiryu@city.hino.lg.jp

詳細な募集要項は、緑と清流課窓口や市のホームページ等で入手できます。

その他、詳細は緑と清流課までお問い合わせください。

浅川流域連携事業

～～ししぜぜんん・・ひひとと・・ままちち～～
あさかわ写真コンクールは、日野市の中央を流れる「浅川」の魅力を広く人々に伝えるため、日野

市と八王子市の連携事業として開催しています。

今年であさかわ写真コンクールは９回目を迎え、これまでにたくさんの人々から、浅川と人のふれあ

い、紹介したい浅川の風景、浅川の生き物など、浅川を題材にした写真を応募していただいております。

募集要項は以下のとおりです。

第第９９回回 ああささかかわわ写写真真ココンンククーールル

「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

清清流流ニニュューーススににひひととこことと
宛 先

（お手紙、FAX、メール等でお願いします）

日野市役所 環境共生部 緑と清流課

清流ニュース担当宛て

〒1918686東京都日野市神明1121

ＦＡＸ 0425834483

メール seiryu＠city.hino.lg.jp

清流ニュースに、「こういう記事を載せて欲しい！」

や「こんなイベントを企画して欲しい！」など、皆

さんからのご意見・ご要望を募集したいと思います。

次号以降の清流ニュースの編集の参考にさせてい

ただきます。

春春春
ののの
市市市

内内内
一一一

斉斉斉
清清清

掃掃掃



〈
日

本
中

で
見

ら
れ

る
？
〉

前
号
で
、
ム
ク
ド
リ
を
ス
ズ
メ

と
ハ
ト
の
中
間
サ
イ
ズ
の
「
も
の

さ
し
鳥
」
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

が
、
ム
ク
ド
リ
よ
り
ヒ
ヨ
ド
リ
の

ほ
う
が
も
の
さ
し
鳥
に
相
応
し
い

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。「
ヒ
ー

ヨ
」
と
い
う
声
、
長
め
の
尾
で
わ

か
り
や
す
い
し
、
全
国
各
地
で

１
年
中
見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
も
過
去
に
書
き
ま
し
た

が
、
私
は
日
野
市
民
だ
っ
た
故

高
野
伸
二
氏
が
著
し
た
『
フ
ィ
ー

ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
野
鳥
』
の

改
訂
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
同

書
の
分
布
図
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
日
本
の
島
々
で
の

鳥
の
分
布
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
が
い
な
い
島

は
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ヒ

ヨ
ド
リ
が
い
な
い
島
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
で
最
も
広
く
分

布
し
て
い
る
野
鳥
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

〈
都

市
化

と
渡

り
の

不
思

議
〉

今
で
は
都
市
部
で
も
繁
殖
し
て
、

低
地
で
１
年
中
見
ら
れ
る
ヒ
ヨ
ド

リ
で
す
が
、
私
が
野
鳥
観
察
を
始

め
た
１
９
６
０
年
代
前
半
ま
で
は
、

よ
く
見
ら
れ
る
の
は
秋
冬
だ
け
で
、

春
夏
の
繁
殖
期
に
は
山
や
林
に
移

動
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
ヒ
ヨ
ド
リ
は
緑
が
茂
っ

た
中
に
い
て
、
今
の
よ
う
に
開
け

た
場
所
に
出
て
く
る
こ
と
は
め
っ

た
に
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た

ら
し
い
ヒ
ヨ
ド
リ
の
都
市
化
に
つ

い
て
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
は
、

ヒ
ヨ
ド
リ
が
生
活
空
間
を
広
げ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

秋
に
は
、
全
国
的
に
西
や
南

に
渡
る
ヒ
ヨ
ド
リ
の
群
れ
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
分
布
域
は
日
本

近
辺
だ
け
な
の
で
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
へ
移
動
し
て
い
る
か
？
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
南
の

島
の
ヒ
ヨ
ド
リ
は
少
し
色
が
濃

く
、
冬
に
訪
ね
る
と
そ
れ
よ
り
や

や
淡
く
、
本
州
な
ど
か
ら
飛
来
し

た
と
思
わ
れ
る
ヒ
ヨ
ド
リ
も
見
か

け
ま
す
。
で
も
、
さ
ほ
ど
多
く
は

な
い
よ
う
だ
し
、
台
湾
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
北
部
に
も
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ご
く
一
部
の
地
域
の
は

ず
。
長
距
離
の
渡
り
は
夜
、
暗
い

う
ち
が
原
則
で
す
が
、
ヒ
ヨ
ド
リ

の
移
動
は
朝
が
多
い
の
で
、
あ
ま

り
遠
く
ま
で
は
飛
ん
で
行
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

〈
幼
鳥
の
見
分
け
方
〉

日
本
野
鳥
の
会
で
は
、『
フ
ィ
ー

ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
野
鳥
』
の
ほ

か
、
各
地
で
普
通
に
見
ら
れ
る
野

鳥
を
中
心
に
し
た
初
心
者
向
け
の

図
鑑
『
新
・
山
野
の
鳥
』
も
発
行

し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
こ
で
の
ヒ

ヨ
ド
リ
の
幼
鳥
の
図
版
を
、
２
０

１
５
年
に
修
正
し
ま
し
た
。
ヒ
ヨ

ド
リ
の
ひ
な
は
巣
立
ち
直
後
は
小

さ
く
て
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、

短
期
間
で
尾
羽
も
伸
び
て
、
一
見

す
る
と
成
鳥
の
よ
う
な
姿
に
な
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
成
鳥
の
よ
う

な
体
型
に
な
っ
て
も
、
成
鳥
で
は

特
徴
的
な
白
い
縁
取
り
の
あ
る
下

尾
筒
（
尾
羽
の
付
け
根
に
あ
る
羽

毛
）
が
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
き
、
そ
れ
ま
で
の
図
版
に
描
か

れ
て
い
た
下
尾
筒
の
部
分
を
削
除

し
ま
し
た
。

文
（
公
財
）日
本
野
鳥
の
会

主
席
研
究
員
安
西

英
明

写
真

金
子
精
一

７
月
を
迎
え
、
早
い
も
の
で

２
０
１
９
年
も
折
り
返
し
と
な
り

ま
し
た
。
半
年
が
経
過
し
た
中
で
、

今
年
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え

ば
や
は
り
、
元
号
が
平
成
か
ら
令

和
に
替
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
０
１
９
年
４
月

30日
を
も
っ
て
、

30年
以
上
続
い
た
平
成
と
い
う
時

代
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
胸
に
、
新
た
な
時
代
に

歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
は
、
近
年
で
は
日
本
国
内

で
唯
一
大
き
な
戦
争
が
な
か
っ
た

時
代
で
す
。
現
在
の
国
内
情
勢
に

目
を
向
け
る
と
、
様
々
な
問
題
で

議
論
が
絶
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
に
お
い
て
も
、

平
和
に
対
す
る
意
志
は
国
民
が
一

丸
と
な
っ
て
継
続
で
き
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
清
流
ニ
ュ
ー
ス
も
皆
様

に
支
え
ら
れ
、
無
事
令
和
の
時
代

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
度
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス

を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
一

同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
大
沼
）

清流ｎｅｗｓ ２０１９年７月１日 （8）

みどりの翼みどりの翼みどりの翼
WINGWINGWING

ヒヨドリの不思議

ヒヨドリの幼鳥：尾羽が伸びて成鳥のような体
型になっても、白い縁取りが目立つ下尾筒は伸びて
いない。（声が成鳥より細いのも、幼鳥の識別点）

ヒヨドリの成鳥：尾羽の付け根の羽毛
（下尾筒、この写真では枝の下に見える）
には、白い縁取りが目立つ。

ああああ

とととと

がががが

きききき


